
 情報レポート 平成 29年 11月分  

（平成 29年 12月 8日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 11月 28日に公表した月例経済報告で、「景気は、緩やかな回復基調が続い

ている。先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果も

あって、緩やかに回復していくことが期待される。ただし、海外経済の不確実性や金

融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」としている。 

 

一方県内中小企業では、前年同月比の DI値(景況、売上、収益、資金)全てが改善し

たが、今月も人手不足や影響や収益環境の悪化を懸念する声が多く聴かれ、県内中小

企業の経営環境は依然として厳しい状況が続いている。 

 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 食料品 

人手不足の深刻化が徐々に出始め、地域によっては製造に影響している。各生産者

でのパート確保が難しい。また、販売面においては、物流費の値上げ要求もあり苦慮

している。 

 

② 化学・ゴム 

はざかい期で毎年厳しい時期ですが、支給病院の減少と支給価格を安価にという方

向が止まりません。大手は安価な商品を流し込む事で対応してるようですが、中小は

品質の良さで勝負するしかなく、厳しい状況が続いています。 

 

③ 鉄鋼・金属 

纏まった高額機種の生産があるため、先月度に比べ売上・収益は増加するが、夏以

降から高負荷が続いている。従業員には頑張っていただいたので、冬季賞与は前年以

上の支給額を考えている。年末年始休暇により稼働日数が少なく、引き続き生産負荷

は高く残業対応となる。 

 

④ 一般機器 

売上は前月、前年同月比ともに増加といっても数パーセントの動き。工場の従業員

の高齢化、人手不足は解決していない。 

 

⑤ 輸送機器 

ガスタービン用部品の売上は前年比-6％、前月比-3%となり、年間売上高の前年比減

少が懸念される。ロボット用部品の売上は、国内の景気回復から堅調に推移し、前年

比+56％、前月比-8％となった。全体では、前年比+11％、前月比-6％となっている。 

 

 

 



 

⑥ その他 

 12月 2日(土)～3日(日)にサミットを開催。6産地が連携して事業を進めていくこと

が決定した。 

 

＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

ここにきて、新規住宅着工件数が 3ヶ月連続で減少している。決して景況が良くな

い建築関連業界なので、気がかりなニュースである。 

 

⑧ 小売業 

毎日寒い日が続いていますが、売上も客数も例年並みに落ち着いているように思わ

れます。12月は年末商戦のため、売上向上に向け、頑張っていこうと思います。 

 

⑨ 商店街 

11月は休日の天候も良く新しくオープンするお店もあったので、少し活気が戻った。 

 

⑩ サービス業 

レッカー出動数も年末に向け増加傾向である。自動車修理も台風の影響による損傷

修理で、まだ引き続き好転している。 

 

⑪ 建設業 

事業所により格差がある。年度末に向け工事物件と見積依頼件数が多い。 

 

⑫ その他 

他地域の同業協同組合において、加入者数の不足による精算などの必要性が生じて

いる。その結果として当組合への合流という流れが議論されている。全体としては喜

ばしいことではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：情報・総務部 情報支援課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

